
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
よ
い
よ
来
月
一
〇
日
、
謎

多
き
〝
米
神
山
〟
の
山
の
神
の

鎮
魂
と
登
山
者
の
安
全
を
祈
願

す
る
「
米
神
山
巨
石
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。 

 

今
、
そ
の
準
備
で
ド
タ
バ
タ

と
忙
し
く
動
き
回
っ
て
ま
す
。 

 

一
八
日
に
は
登
山
道
整
備
を

計
画
し
て
お
り
、
募
っ
た
と
こ

ろ
地
区
内
外
か
ら
一
二
名
の
勇

士
が
名
乗
り
を
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

当
日
は
き
っ
と
天
候
に
恵
ま

れ
、
参
加
者
の
面
々
に
は
重
た

ー
い
鉄
筋
を
背
負
っ
て
も
ら
っ 
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て
一
三
名
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て

頂
上
を
目
指
し
て
も
ら
お
う
と

画
策
し
て
い
ま
す
。 

「
一
三
名
ち
ゅ
う
こ
と
は
、
河

野
さ
ん
あ
ん
た
、
そ
げ
な
大
き

な
身
体
で
登
る
ん
か
え
。」 

 

あ
ぁ
、
聞
こ
え
て
く
る
聞
こ

え
て
く
る
、
心
配
し
て
く
れ
て

る
の
か
、
冷
や
か
し
か…

 

 

け
れ
ど
、
頑
張
っ
て
登
り
ま

す
、
頂
上
で
食
べ
る
、
あ
の
美

味
し
い
弁
当
を
思
い
、
汗
と
よ

だ
れ
に
ま
み
れ
な
が
ら
。 

 

そ
し
て
、
そ
う
で
す
、
登
山

者
が
安
全
に
登
れ
る
た
め
に
。 

 
 
 
 
 

 

 

巨
石
祭
前
日
（
三
月
九
日
）

は
、
会
場
周
辺
の
清
掃
等
を
行

い
ま
す
。 

 

佐
田
地
区
を
代
表
す
る
行
事

の
一
つ
で
あ
り
、
沢
山
の
来
場

者
に
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん
で
も

ら
う
と
と
も
に
、
元
気
な
ま
ち

佐
田
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

で
、
迎
え
る
巨
石
祭
当
日
、

先
ほ
ど
、
是
永
宇
佐
市
長
が
出

席
し
て
く
だ
さ
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
神
事
の
あ
と
、
巫
女

さ
ん
に
よ
る
〝
浦
安
の
舞
〟
の

奉
納
が
あ
り
、
こ
れ
が
毎
年
大

変
な
人
気
で
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
プ
ロ
、
ア
マ
問
わ
ず

カ
メ
ラ
マ
ン
の
押
す
シ
ャ
ッ
タ

ー
音
が
聞
か
れ
ま
す
。 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
佐

田
小
六
年
児
童
に
よ
る
〝
キ
ッ

ズ
ガ
イ
ド
〟
に
加
え
、
今
年
度

取
り
組
ん
だ
事
業
の
集
大
成
的 

 
 

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
出
来
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
一
つ
が
、
恒
例
の
餅
ま

き
で
、
今
回
は
大
分
ト
リ
ニ
ー

タ
と
の
農
業
コ
ラ
ボ
で
収
穫
し

た
も
ち
米
を
使
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
に
も
、
何
か
サ
プ
ラ

イ
ズ
企
画
が…

あ
る
か
も
。 

 

も
う
少
し
時
間
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
も
力

を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

恒
例
と
言
え
ば
、
ふ
れ
あ
い

市
場
の
開
設
で
す
。 

 

今
回
も
皆
様
ご
自
慢
の
農
産

物
等
の
出
荷
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

出
荷
用
の
伝
票
、
シ
ー
ル
は

事
務
局
に
あ
り
ま
す
の
で
、
佐

田
地
区
公
民
館
の
方
へ
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。 

売
上
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
手

数
料
と
し
、
ま
ち
協
の
活
動
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

沢
山
の
日
数
と
沢
山
の
人
の

協
力
の
下
に
開
催
さ
れ
ま
す
巨

石
祭
、
ど
う
か
天
候
に
恵
ま

れ
、
大
盛
況
か
つ
成
功
裏
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
。
成
功
裏
、
こ
の
使
い
方
合

っ
て
ん
の
か
な
？ 

 
 

 

 

出荷用シール、伝票は事務

局にあります。事前に記入

のうえ、品物を搬入してく

ださい。 



 

 

 

佐田地区の２か所で、ひな祭り  ん                      んによる作品の展示。 

 展示会が開催されます。 どちらも間もなく準備を始める 

 クリスマス飾りでもご紹介し とのことで、艶やかに飾られる作 

 た〝うさぎ娘〟メンバーによる 品を拝見するのが、今から楽し 

 ものと、今回初の試みで、宇佐 みです。 

 のシルバー洋裁教室で講師を務 皆様も是非、足を運んでご覧になっ 

 め、御年 89歳のお母さんとその娘さ てみてください。 

        
  3月１日（金）～７日（木） 11：00～16：00            ３月１日（金）～８日（金） 10：00～15：00 

  安心院町久井田 63 久井田公則邸               安心院町佐田 743 大隈通比古邸 

        ４４―０２２９  

   

 

 

 

 

                                         

 

 

 

  

毎年米神山巨石祭 の開催を ご案内 し 、 ま た ご 案内を いた だ いて い る 「 小 平椿 ま つ り 」 、 近年 コ ロ

ナ の影響で 中止を余儀 な く さ れて い ま し た が 、 今年は ３ 月 1 6 日 、 1 7 日に開催 する と い う こ と で す 。  

以前 、佐 田小学校 の校長を 務め られて いた永松一郎氏が 、小平自治会の 区長を さ れてお り 、 ま

つ り の開催 に ご尽 力 され て い ま す 。 以下 は 、 椿 ま つ り ホ ー ム ページ よ り  

小平 （ こ べ ら ） 椿 ま つ り 毎年椿が見 ごろ に な る 頃 に開催 さ れ る お 祭 り で 、 中津 市大字福島法  

華寺隣 り の小平遺跡公園で 行われ ま す 。会場 は横穴式石室を持つ古墳公園で す 。  

県指定保護樹林であ る 高 さ 1 0 メ ー ト ル のヤブ ツバキを は じ め 、 背後 の小高 い丘に あ る 高 さ  

2 ～ 3 メ ー ト ル の ヤブ ツバ キ も 一斉に 見頃を迎え ま す 。 ｋ  

お祭 では 、地元 の方に よ る お茶 な ど の振 る舞 いのほ か 、  

初日 には餅つ き大会 も催 さ れ ま す 。  

丘 の頂上 では火が 焚かれ 、 神事 も 執 り 行 われ てい ま す 。  

古紙等回収のお知らせ  
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とき：３月 23 日（土）９：００から１１：００まで  運ぶ手段がない方は 22日に☎44-0312まで 

場所：佐田地区公民館駐車場   持ち運びしやすいように梱包していただくと助かります 

 


